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新潟大学経済学部では教育改善の
一

環として､ 平成 14

年度より英語､ フ ラ ン ス語､ 中国語を対象言語と して ｢ 国

際コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン プ ロ グラム+ ( 以下 P CI と略) を開

設した ｡ 本稿はそ の 中の フ ラ ン ス語プ ロ グラムの導入と

実施に関する教育学的考察狩 あL) ､ その目的を明らかにし､

今後の展望を模索してみたい ｡

1 . 言語政策からみた設置理念の形成

大学という社会において
､ ある言語を教育課程に導入

し
､ それにより学習者や学習環境､ 学部数育全般にどの

ような変化や成果をもたらすのか ｡
こ の ような観点から

外国語教育の抱える問題全般を検討するとき､ これ は ｢ 言

語政策+ の領域に該当する課題と考えられる｡ ｢言語政

策+ とは ｢ 言語と社会の 重要な選択+ に関わる決定を含

む政策で あり､ そ の施策として の ｢ 言語計画+ と対をな

している ( C A I; W T 1 9 9 6)
.

そ こ で ､ P C I が どのような理念にもとづき構築された

のか､ こ れを言語政策の観点から整理してみよう｡ ｢ 社会

としての新潟大学経済学部+ に ｢ 外国語としての フ ラ ン

ス語+ & a n g ai s l a n g tl e 触 1g & e を導入する ことは､ どの よ

うな選択のあらわれなのか, また それによりどの ような変

化を期待するだろうか ｡

本学に入学する日本人学生の大半は ､ 日本語を母語と

し､ 外 国語として の英語を大学受験のために学習して き

たと考えられる｡ こ の ような学習考に対して フラ ン ス語学

習を導入するときには ､ 学習の目的や動機が問題となる｡

とい うのも､ 当然の ことながら日本は フラ ン ス語圏には属

せず､ フ ラン ス語圏 の 国や地域を隣国に持たず､ そ のため

フ ラ ン ス語の社会的使途はきわめて 限られ て い る｡ 外国

語学習が ､ か つ て実践されてきたような意味での教養を

目的とすることはますます困難となり､ 知的世界 へ の憧債

を外国語教育の 主要動機とすることは い っ そう難しくな

り つ つ ある｡ そ こ で ､ あらたな外国語教育シス テム の導入

を計るのであれば､ その目的を明確にし､ そのヴィ ジ ョ ン

に向けて学習者の動機づけを行う必要がある｡

と こ ろで P CI は新潟大学の全学共通科目として導入 さ

れたの でもなければ､ 外国語教育を何らかの特色とする人

文学部や法学部法政 コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン学科が設置する

もの でもない ｡ これ ま で ､ 外国語教育の充実に積極的に関

与することの少なか っ た経済学部が導入するものである｡

この 決定は､ 平成 1 3 年度に公開された｢ 新潟大学にお

ける英語教育改善のために : 外国語教育改善特別検討委

員会中間報告+(20 0 1 年 3 月) を受け､ 経済学部が学部内に

外国語教育改善検討委具会を設置し､ そ こ で の審議を通じ
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て
､ それまで関係者の抱いていた構想がより具体化し､

部局として採択するにいた っ たものである｡ したが っ て ､

新 しい プログラムの策定に関する意思決定は部局に布い

て下されたものであり､ 経済学部の専門教育の 一

環に位置

づけるという視点から導入されたものである｡ 外国語教育

を経済学や経営学の専門科目群の 一

つ と して編成した こ

とは､ 何を意味するのだろうか｡ P C I は従来の｢外暮購読+

と同じ教育目的や教育目標をもつのだろうか ｡

一 般に, r 外暮購読J とは ､ 外国語で著されたある専門分

野の文献をr読むJ 行為と して実践されており､ 国外の研究

を｢ 移入する+ 目的の
一 環と考えられる｡ しかしP CI は｢国

際J とr コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン+ を統合して いることか ら､ こ

れまで外暮購読が果た してきた ｢ 知識の移入+ とは異な

る教育実践となる｡ というのも､ 一国隙+ は複数の国にまた

がる関係性を措定し､ またr コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンj は文献の

r 読解+ 以上にメ ッセ
ー

ジの発信者と受信者間の双方向性

を志向するからである

さらに､ これ は外国語と して の フ ラ ン ス語が専門教育に

おいてどのような地位を占め ､ どのような役割を果たす

のかと いう課題にも関わ っ てくる. い っ た い経済学部の

専門教育として の フ ラ ン ス語はどの ような地色や役割を

担うことができるのだろうか｡

ヱ.経済学にみるフ ラン ス語の地位

上記 の問題を解明するために､ こ こ で フ ラ ン ス語と経済

学の関連を検討 してみた い｡ この間題意識は､ 経済実務に

おいて フラ ン ス語がどのように使用されて いるのか. すな

わち ビジネス プラ ン ス語の実態把握をめぎすものではな

い ｡ あくま でも経済学という学問における フ ラン ス語 の

役割に注目し､ そ こ での フ ラ ン ス語の地位や役割を分析し

ようと考えるのである｡ そこ で､ 経済学者の世界水準をあ

る観点から提示して い るノ ー ベ ル経済賞を例に取り､ その

受賞者を出身国別に分類し､ その中でフ ラン ス(語圏)出身

者がどの程度の割合を占めて い るかを探 っ て みた い
1

｡

図 1 : ノ ー ベ ル 経済賞受賞者出身国分布

ウ ル フ レ ッ ド ･ ノ
ー ベ ル記念経済学スウェ

ー デン銀行賞は, 1 9 68

年にス ウェ ー デ ン銀行が銀行設立 300 周年の際にアル フ レ ツ ド
･

ノ ー ベ ル を偲んで 設立されたもの で ､
3 0 数年の 歴史を数えるの

み で ある｡
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1 9 69 年か ら20 0 1 年まで のノ ー ベ ル 経済学井受井書出
身国分類
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こ の グラ フを見ればわかるように､ 英語圏 の経済学者が

受賞者の 8 割強を占め ､ 英語圏以外の受賞者比率は著し

く低い c フ ラン ス 人受賞者は 1 98 8 年の受賞者モ
ー リ ス ･

ア レ M a 血 c e A L L A IS た だ 一 人で あろ｡

英語圏 の経済学者がノ ー ベ ル賞獲得に重要な比率を占

めて い る ことは ､ 経済学そのものにおける英語の地位の

高さや強さに比例するの ではない だろうか o それは経済

学の学術雑誌にお い て , 英語を使用する研賓論文が高い

割合を占め ､ それ 以外の言語による論文が英語を下回る割

合を占めて いる ことを予想させるものだ ｡ ただ し､ これ は

レ フ リ ー 制の国際学術誌に掲載された論文を念頭に置い

て い るの であL) ､ 各国 の 国内専門誌では出版国 の国.,吾あ

るいは公用語が使用されて いると考えられ る｡ とは い え､

学問領域のグロ
ー /くル化 に伴 っ て､ 国内外を通じて英語の

使用率が高まるとの指摘もあり､ 経漬学に関すると. ドイ

ツ 人の 4 8 % が 英語を使用言語とすると いうデ
ー タも示さ

れ て い る ( G W D O L 1 9 9 7) ｡ こ の 数値は､ ドイ ツ 人経済

学者が ドイツ国内の学術雑誌に対しても､ ある程度の比

率で英語を使用して いる ことを推測させるものだ｡

経済学における英語の影響力の強さは､ フ ラン ス にお い

て はフ ラ ン ス語の詩集そのものに認められ る｡ ｢ 経済学の

言語+ と いう論文を著したフ ル ー ザ - オ ス モ ン - ダミリ ー

& プレ は､ フ ラ ン ス語で はr 経済学+ という単語そのものが

ic o n o mi e p o liti q u e , s ci 飢 C e i c o n o rr u q u
e
,
i c o n o m l e

,

6 c o n o mi q u e と揺れ動き､ 1 9 4 5 年以降 ec o n o mi c岳という英語

の影響下にあ っ て ､
6 c o n o mi q u e とい うフ ラン ス語が支配

的に な っ て い る と 指摘 す る ( F L O U Z A T O S M O N T



D
'

A M M et P E L E 2 0 0 0) . 学 問の名称そのものが英語

の影響下にあることは､ 領域そのものも英語文化の影響下

にあることを示唆する｡ さ らに､ 英語の流入傾向は 19 5 0 年

以降い っ そう加速し､ 現代の フラ ン ス経済学は｢ 英語化j と

r 数学化J が特徴となっ ていると いうo 用語はますます英

語からの借用語となり､ 経済学の論理は数値を用いた数学

化の傾向にあると分析するのだ｡

英語の涜入の
一

方で､ フ ランス政府は英語系学術用語の

流入に警戒し, 外来語をなるべ くフラ ン ス語に置換する純

化政策 p mi s m e を採 っ て いるため､ 経済学や経営学の分

野では､ た と えば次のような専門用語の言い換えが勧めら

れて いる｡

図2 :専門用語の置き換え例
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しかし政府などの勧告にもかかわらず､ 多くの場合これ ら

の翻訳語は
一 般にあまり使用されない o

一

つ に は公開時

期が遅く､ 公開の時点で はすでに英語の まま関係者に使用

され て い るためで あり､ また 原語と比 べ て フ ラ ン ス語が音

節数におい て長い傾向 に あるため
一 般に広まらない と考

えられる｡

フ ラ ン ス経済学における英語の涜入は､ その 先端的研究

が英米圏に集中して いる ことによるのだ ろうか､ フ ル
ー ザ

- オス モ ン - ダミリ
ー

& プ レは詩集の分析に焦点を絞 っ

てい るため ､ 社会言語学的視点からの分析を控え､ フ ラ ン

ス経済学界における英語使用の実態を検討して いない｡

日本の経済学もフ ラン ス と同様に､ 英語の重要性が増し､

使用言語として英語の寡占化が進み つ つ あるようだ ｡
日

本人経済学者の構成する最大の学会 ｢ 日本経済学会+ (会

員数 40 0 0 名程度) で は､ 1 0 年ほ ど前より学会誌の使用

言語をすべて英語とした ｡
この学会誌は ､

レ フ リ
ー

制国

際ジャ ー ナ ル であり､ 論文の投稿者は日本人に限らず ､

外国人非会員にも開かれたものとなっ て いる ことも､ 英

語を使用言語と定めた
一

因 とな っ て い るかもしれない ｡

しか し､ 経済学が英米か らの輸入学問であるために英語

が使用されやすいという全般的傾向に加えて､ この現象は

r ネッ トワ
ー クの外部経済性+ に より解釈することもでき

る(船梼200 0) ｡

｢ ネッ トワ
ー クの外部経済性+ とは ､ 通信ネッ トワ

ー

ク にあっ て､ 1 台の機器( パソコ ンや フ ァクス ､ 電話機など)

では ､ 何ら価値を持たないが､ 2 台目ができ､ さらに台数

が増加し､ 1 万台､ さらには 100 万 台となることにより､

機暴の機能や効果がますます高まることを指す.
1

言語の

場合は学習効率もネ ッ トワ
ー

ク参入の条件となることか

ら､ その習得が比較的容易な言語が参入にはより有利とな

る｡ そこ で学術用語としての英語の使用は学術ネ ッ トワ

ー ク (学会や学術雑誌など) における使用の拡大に比例

する｡ 学術用語として英語使用が拡大するにつれ､ ます

ますネッ トワ ー ク へ の参入者を集め､ それがさらに魅力と

なり､ さらに多くの人々を惹き つ ける｡
一

種のf曹だるま

効果+ が 発生するのである (井上 200 0) o 第
一

級の経済学

者がも っ ぱら英語により発表し, 研究活動を展開して い

るの であれば､ 彼らの 研究活動そのものが磁場とな っ て ､

英語ネ ッ トワ
ー クが構築され､ 活性化 し､ 拡大の

一

歩をた

どるのだろう｡

共通語として英語がシ ェ アを拡大する
一 方で ､ 特定の地

域経済､ 経営を対象とする経済学
･

経営学はその地域で使

用されて いる言語を必要 とする｡ フ ラン ス やア フリカな

どの フ ラ ン ス語圏の経済
･

経営を研究するため ､
フ ラ ン

ス語は必須 の道具 で あり､ そ の傾向は今後も維持される

だろう｡ また､ r レギ ュ ラ シオ ン の経済学+ Ⅰ毛g u l atio n の

ように､ フ ラ ンス発の社会科学研究の興隆もあり､ 日本

でもこ の学派はある程度受容されていることか らこ こ の

分野の研究者にと っ て フ ラン ス語は重要な手段となるだ

ろう
2

.

フ ラ ンス( 語圏)地域経済
･ 経営やレギ ュ ラシオン経済学

を学ぶために フラ ン ス語が必要であるにせ よ､ これ 以外の

経済学､ 経営学での フ ラ ン ス語の プレゼ ン ス はかならず

しも重要 とはい えず､ その専門的知識を得るためにのみ フ

ラ ン ス語学習を位置づけることは困難である｡ こ れに加

えて ､ 平成十四年度現在､ 経済学部はフ ラン ス( 語圏)地域縁

2
日本にお ける フラ ン ス 経済学･ 経営学研究者の動向を測るため

に ､ 学会の 会員数を参考にすると､ 2 0 00 年度の 日仏経済学会の会

員軌ま136 名 ､ 日仏経営学会の会員数はお なじく1 36 名で ある｡ こ

の 会員数､ 経済学経営学関連学会の中で, フ ラ ンス 関連学会が少

数派で あるこ とを例示 してい る｡
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済
･

経営やフランス語文献を使用するレギ ュ ラシオンの

経済学に関連する専門科目を開講していない｡ これが新潟

大学の特殊事情によるものか､ あるいは先に検討した よ

うに､ 経済学における英語の寡占状態を反映したものなの

か､ 一 概に判断することは難しい ｡ とはいえ､ フ ラ ン ス語学

習の主たる目的を経済学や経営学の学習だけに特化する

ことは､ 十分な説得力を持つ七は言い難く
､ 学習者にと っ

ても動機として機能しがたい｡

それでは､ 経済学や経営学の学習には英語だけで十分で

あり, それ以外の外国語は不要であると主弓長できるだ ろう

か
｡
これに対して､ 大学での教育研究において, 実質的な英

語単
一

言語支配は望ましくないとの英語帝国主義の立場

からの反論を繰り広げ, E U‾を例にとり､ 単
一

言語支配に

警鐘を鳴らすこともできる｡

E U は統
一

通貨を導入し経済統合を加速し､ 国境の壁を

下げ､ これまでにない ｢ ヨ ー ロ ッパ市民+ を創出しようと

試み て いる｡ そ れと同時に E ロ は域内の市民それぞれ の母

語を擁護するとともに, 隣人の複数言語を学ぶと いう多元

性の尊重に基づく多言語主義的教育を実践して いる｡ こ

れ は教育研究の場や公共空間が
一

言語に独占され る こと

を望まない意思 の表明 でもあり､ 言語の複数性を文化の

豊かさと考える哲学に裏付けられて いるものだ
｡
この よう

な世界観にならい､ 英語だけによらない世界の構築のため

に フラ ン ス 語をは じめとする諸言語の 学習が必要 で ある

と訴える こともできよう｡

さらに
､ 日本が将来的に環日本海経済圏 ､ 東アジア経済

圏の ように隣国を交えて共同市場を構築する際には ､ E U

の政治経済統合は日本が経済金融政策などを立案する上

で有力な参考事例となる
｡
また

､ 政治思想に関しても
､
ヨ

ー

ロ ッ パ 人は ､ グロ ー バ ル 化を推進する新自由主義( ネオ

リベ ラリズム) と 旧来の社会民主主義という 2 つ の道を超

寛する｢第三の道+ を提示しており､ 日本がア メリカ型のグ

ロ
ー バ ル 化のみを追従するのでなく

､ 文化や歴史を考慮

に入れた国づくりをめざすの で あれば
,
ヨ

ー

ロ ッ パ発の

｢ 第三 の道+ は今後の日本社会にと っ て有力なモデル ケ ー

ス となるだ ろう(ギデン ス 1 99 9) ｡

こ の ように中長期的展望から考えるならば､ ヨ ー

ロ ッ パ

が日本にと っ て重要な役割を果たすことは間違いがない ｡

そ の中で フ ラ ン ス は ヨ ー ロ ッ パ の推進にあたり､ これ ま

での実績か ら主要な役割を担うことが予想され
､ その点
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で フ ランス語学習の目的をヨ ー ロ ッパ社会､ 経済､ 政治の

学習と結びつ けるこ ともできるo ヨ
ー

ロ ッパ とい う視座

はフ ランス語教育
･

学習の中長期的展望の構築に根拠を与

えうる｡

しか し
, 独立行政法人化を平成 16 年に控えた昨今の国

立大学には､ 残念ながら ､ 長期的視野を見据えた高遠な理

念のみで資源配分が確保されるほど十分な余裕はない｡

そこ で
､ 高遠な理念を樹立 し､ それに向けて蓮進する

とともに､ 実現可能な具体的方策やヴィジョ ンを掲げる必

要がある｡

3 . 外国語教育に対する社会の期待

このような問題意識から課題を再検討するときに､ 内閣

府が平成 13 年 7 月 に実施した｢今後の大学数育の在り方

に関する世論調査 ‥大学の国際化+ に関する調査は ､ 大学

における外国語教育政策立案の参考となる｡

この調査は､ 全国 で 15 歳以上 の 500 0 人の男女を対象に

行われたもので､ 国民が国際化との関連で ､ 大学におい て

どのような外国語教育を期待して いるか示 して いる ｡ 以

下､ 報告書を紹介して みた い
｡

調査は､ 外 国語教育 に つ い て 5 つ の 質 問項目から国民の

関心を調 べ て おり, ｢ 大 学における外国語教育の果たすべ

きと思われる役軌 ､
｢ 大学生が身に つ ける べ き外国語を

決める基準+ ､ ｢ 大学生が身に つ けるべ きと思われ る外国

請+ ｢ 外 国語敦育の 充実の ため の必要と思われる方策+ ｢ 外

国語教育の効果的と思われる授業のあり方+ に つ い て
､
ア

ン ケ ー ト結果をとりまとめて い る｡

次に ､ 国際化が進む中で , これ からの大学 (短大 大学

院を含む. 以下 同様o) に お ける外国語教育はどの ような

役割を果たして い く べ きだと思うか聞いたと ころ, ｢ 外

国人との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力を育成する役割+ を挙

げた者の割合が 54 .2 % と最も高く
, 以 下, ｢ 異なる国 の

文化 ･

伝統 ･ 歴史などを理解させる役割+ (36 .4 % ) , ｢ 最

低 限の 国際マナ
ー

を身に つ ける役割+ (34 .6 % ) な どの順と

な っ て いる｡

第 3 に
,
これ からの大学生が 一 般的に身に つ ける べ き外

国語をどの ような基準で決めるのが良いと思うか聞い た

と ころ, ｢ 世界で幅広く活用されている舌語+ を挙げた

者の割合が 6 9 .8 % と最も高く. 以 下 ｢教養の基盤とな

る言語+ (2 9 ,1 % ) , ｢ 今後, 我が国との関係が重要になる



ことが予想される国の言語+ (25 .2 % ) . r 我が国と経済的

に関係が深い地域で使われている言語+ (21 .4 % ) などの順

となっ ている｡

第4 に､ こ れからの大学生が身につ けるべき外国言吾とし

て
, 重要と考えるものは何か聞いた と ころ, ｢英語+ を

挙げた者の割合が 92 .1 % と最も高く, 以T ,
｢ 中国語+

(5 9 .6 % ) , ｢ フラ ンス語+(2 6 .5 % ) , r 韓国(朝鮮) 請+(2 5 .6 % )

などの順となっ ている｡

最後に､ 大学における外国語の教育を充実するためには,

具体的にどのような方策が必要だと思うか聞いたと ころ,

｢外国人教員の数を増やす+ を挙げた者の割合が4 1 .
9 %

,

｢ 大学生の海外留学を奨励し. 実際に外国語が使用され

て い る環境で学習する+ を挙げた者の割合が 4 1 .9 % と高

く, 以下, ｢ 教具の語学力や教え方の向上を図る+ (30 .6 % )

などの順となっ てい る｡

大学における外国語の教育を効果的に行うためには,

具体的にどのような授業を行うことが必要だと思うか聞

いたと ころ- ｢ 小 人数のクラ ス編成により, き め細かな

授業を行う+ を挙げた者の割合が 42 .9 % と最も高く, 以

下 ,
｢ 言語だ けでなく, その 国の 文化 , 歴史, 伝統等も

教える授業を行う+ (34 .9 % ) , ｢ 学生個人の能力に応じて

クラ スを分けて , 授業を行う+ (33 .7 % ) , ｢ 学生個人の 学

習の目的に応じて外国語のクラス を分けて. 授業を行うi

(30 .6 % ) などの 順とな っ て い る｡

こ の調査結果は ､
P C I をよ り現代社会の ニ

ー ズに答え

るものとするうえで大いに参考になる｡ 外国語教育におい

て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 要素を重視する必要があること､

異文化理解にも注目が集ま っ て いる こと､ 外国人教具によ

る外国語を使用 した外国語教育を望むこと ､ 海外留学を

望むこと､ 及び文化教育も含む少人数による言語教育を希

望する声があげられている｡

そ こ で ､
これ らの期待になる べ く添うよう必要な措置を

講ずることが ､ 社会の ニ
ー ズ に沿 っ た教育サ

ー ビス の提

供であると考える｡ とは い え､ 社会の要望には直ちに対応

で きるものと､ 制度上すぐには対応 で きないもの もある｡

そ の意味で ､ この ような調査結果をふまえて ､ P C I の 目的

を構築し､ 授業内容を検討する必要がある｡

前章で は ､ 主 に経済学との 関連から フラ ン ス 語の意味

づけを検討して きたため ､
r 国際化J の観点か ら外国語教

育の 可能性を十分に吟味して いない ｡ しか し､ ア ン ケ ー ト

調査の示すように､ 現代社会は外国語に専門的知識の移入

の道具として.の役割をあまり期待してはいない｡ むしろ

国際化との関連で大学における外国語教育を推進するこ

と へ の期待が高まっ ているのである(河合 2 00 0) ｡ そこ で経

済学部におけるフラ ン ス語学習を国際交流との関連で考

察してみたい｡

新潟大学経済学部では ､ フ ラ ン ス並びに フラ ン ス語圏

との国際交流に関して ､
これまでアウデン シア(ナント

･

マ ネジメント ･ ス ク ー

ル) ､ ブリ ュ ッセ ル
･ カ トリ ック高

等商業学院 ( ブリ ュ ッ セ ル ･ ビジネス ･

ス ク ー

ル) と の

交流を進めてきており､ 両校との間にr交流協定+ ｢ 学生

交換協定+ を締結し､ 研究者交流や学生交換をはか っ て い

る｡ ナ ン トに つ い て は､ 平成 13 年 1 月 1 日発効の､ ブリ ュ

ッ セ ル に つ い ては平成 14 年4 月 1 日発効の協定書を取り

交わした｡ 平成 14 年 10 月からはアウデン シアより学生

派遣が実現 し､ 実質的な学生交涜が開始された ｡ 教具交流

に関しては , 平成 14 年 7 月にアウデンシアの杉田聖子先

生を迎えて ､ 学生を対象とした春期プロ グラム並びに通年

プロ グラムの説明会､ ならびに教具対象の研究会を開き､

フ ラ ン ス におけるビジネス ス ク
ー

ル の 地位や教育内容に

つ い て レクチ ャ ー

を受けた｡

これ までに両校と交わした協定により, 新潟大学経済学

部学生および経済学研究科大学院生(修士課程)は ､ 新潟大

学に学費を納入 して い る限りにおい て､ ナ ン トあるい は

ブリ ュ ッ セ ル ヘ の協定校留学を行うことができる｡ こ の

場合派遣校での授業料は不徴収となり､ また派遣校での取

得単位は新潟大学の卒業要件単位として認定される｡

この ように留学制度の整備により､ フ ラ ン ス語学習の 目

的 のひと つをヨ
ー

ロ ッ パ の ビジネス ス ク
ー

ル ヘ の 留学と

定めることが可能となっ て きた ｡ もちろん､ 経済学部での

フ ラン ス語履修者すべてが協定校留学を行うことはでき

な い ｡ 実際のと こ ろ協定校 2 校の受け入れ定員は併せ て

8 名(通年の べ 人数) であり､ P C I の 履修予定者数に対応し

て いないためであるが､ 今後協定校の拡大により派遣学

生枠の増加をはかる こと で ､ 希望者が全員留学できるよ

うな体制 を整備した い
3

｡

3
この 原稿の執筆時点で､ 経済学部は ケベ ッ クの ラ ヴァ ル大学経

営学部ならびにル ー

ア ン
･ e ジネス ･ ス ク ー

ルと交流協定締結 ヘ 向

け協議を行っ て いる｡
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4 . P C I の 目的と目標

P CI の設置経緯や社会の要望をふまえて､ フ ランス語プ

ロ グラムの目的や目標を次のように想定する｡

1) 三豊 遡

この観点嘩､ 先に検討したように､ 専門科目の 一 環とし

て設置された経緯を確認するものである｡

2) 之乏主星亘掌聖二塵宜虹鮭担当盤皇室壷ど皇室昼王墓

星L とと二⊆堂量丑±る.

この視点は, フ ラ ン ス語学習を幅広い教養の陶冶のため

と考えるのみならず ､. 専門科目との関連を強く意識する

観点に基づい ている｡ す でに検討した ように､ 経済学と フ

ラ ン ス語の 関連に つ い ては ､ 経済学の使用言語が英語を

中心に編成される傾向にあり､ さ らに新潟大学経済学部

は現行カリキ ュ ラムの中でフラ ン ス語を使用言語とする

専門科目を設置していないため ､
こ こ で実質的解決を困

ることは現在のと こ ろ困難である｡ しか し､ 協定校留学と

の関連で 問題の解決を見いだそうとするならば､ この目的

設定も現実性を帯びて くる｡ と いうのも､ ナ ン トやブリ ュ

ッ セ ルの協定校で経済学や経営学を学ぶ時､ それ はとりも

なおさずフラ ン ス語を使用言語として経済学や経営学を

学ぶからで ある｡ フ ラ ン ス語学習と経済学の学習は, 協定

校留学において実質的な連動が可能となるのである｡

3) 地

主孟 出 藍力旦義盛藍色畳む _

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン能力の養成を P CI の 目標として掲

げるq) は ､ そq) 準割が外書購読と異なり､ P C I が｢ 国際+ 社

会におけるr コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン+ 活動を視野に収めて い

るためで あり､ さ らに大学で の外国語教育に対する現代

社会の期待に応えるためでもある｡

これまで､ 外国語は海外の文明を輸入 し､ 模倣するため

の ｢鏡+ の役割を果た してきたが､ こ れか らは国外との交

わりを深めるための r 窓+ へ とそ の機能を転換するあ要

がある｡ 自らの姿委それに映しだ し､ も っ ぱら相手に模倣

することに つ とめて きたr 鏡+ の 時代から､ 外国語を他者

との対話の道具として､ 相手 の視点を共有するため の｢ 窓+

へ と外国語観を変更する必要がある(船橋2 0 00 ) ｡ P C I で は､

こ の ような視座からの コ ミュ ニ ケ
ー シ ョ ン能力の養成を

めざしたい ｡

なお､ こ こ で とり上げる運用能力の序列は学習段階と難

易度に対応して いる｡ すなわち, 母語を使用して外国につ

-
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い て｢知る+ という異文化理解から始まり､ 聴解能力､ 口 頭

表現能力､ 読解能力､ 文章表現能力に従 っ て ､ 学習の難易度

は増す｡ プログラムの構成は可能な限りこのような学習

段階を尊重する｡

4) 之乏 迎 豊里萱塵

ざす｡

--- P C I に おいて､ 協定校留学は目標であり､ 履修者の自由

で主体的な選択にまかされており､ プログラムの必修で

はない ｡ ま た､ プロ グラム の履修者すべ て が留学すること

は現時点では物理的にも不可能である｡

しか し協定校留学の実現 こそ ､
フ ラ ン ス語を使用言語

とする教育機関におい て フ ラ ン ス語による経済学や経営

学の学習を可能とするのみならず､ 日常生活を送るうえ

での コ ミ ュ ニ ケ
ー

ショ ン能力を必要とすることからも､ 第

三 の目標と強い関連を持ち､ こ の目標を掲げることによ

り､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力の養成と専門科目 の学習とが

連動するのである｡

5) 之乏 地 主豊里至旦豊里主星⊥⊇主良三土 =

辿 些道具土土工2 j とろ蓮華里互生直垂土む

英語が ビジネ スの共通言吾として世界を席巻しつ つ ある

現状 に お い ても､ フ ラ ン ス語の知識は フラ ン ス 人や フ ラ

ン ス語圏話者とのビジネ ス コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン におい て

文化的な武器と して依然として有効である｡ フ ラ ンス 人と

の商談に当た っ て は､ 仮に通訳を介さなければならない場

合でも､ 自己紹介は フラ ン ス語で行うべきだと指南する

ビジネス暮もある (ジ ョ セ フ 20 0 2) ｡

しか し
､
ビジネ ス フ ラ ン ス語という視点は ､ 現実の ビ

ジネス における フラ ン ス語使用によ っ て 生じる利便性以

上に､ フ ラ ン ス語を経済学部の専門教育として位置づけ

ために重要である｡ これ は ､ 何よりも経済学部の外国語教

育を他学部の外国語教育と差別化するもので あり､ 学生に

と っ て は フ ラ ン ス語教育が経済学部の専門科目として実

践されてい るとの保証になるだろう｡

これ に加えて ､ ビジネ ス プ ラ ン ス語 丘Ⅷ 9 ai s d e s alfai r e s

はr 特定目的 の ため の フ ラ ン ス 語+ fr a n 甲i s s ur o bj e c tif s

sp e cifiq u e s の 教授法の
一

つ と して 世界の 広い地域で実践

されており､ 多くの知見の蓄積があるQ

以 上の 5 点は フ ラン ス語学習の目的や目標を短期的観

点からとらえたものだが, さ らに中長期的目標として､ 次

の視点を確認しておきたい｡



1) 全盈圭王墓土圭過呈 出

鮎

フランス語は､ 多言語主義や政治経済統合､ r第三の道J

など､ アメリカ発ではなく､ ヨ
ー

ロ ッパ の発信する人文科

学社会科学に関するさまざまなメッセ
ー ジを批判的に受

信し､ 対応するための知的窓として位置づけられる｡

5
･

P C I の 制度設計

平成14 年度より次のような授業構成に基づき P CI を実

施している｡

図 3 : P C I 授業科目年次進行表

全学共通必修 プロ グ ラム 選択
協定校留学

科目 科目

1 年第 1

学期

共通基礎 フ ラ 国際 コ ミ ュ ニ ケ

ン ス芸吾 ( 週 2
-

シ ョ ン( フ ラ ン

回､ 必修) ス 語) ､ 選択科目

1 年第 2

学期

共通基礎フ ラ 国際 コ ミ ュ ニ ケ

ン ス 語 (退 2 -

シ ョ ン( フ ラ ン

回､ 必修) ス 語) ､ 選択科目

2 年第1

学期

国際 コ ミ ュ ニ ケ
- シ ョ ン( フ ラ ン

ス 語) 週 3 回 , 選

択科目

2 年第 2

学期

国際 コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ン( フ ラ ン

ス喜吾) 週 3 回､ 選

択科目

春 期･休

莱

ナ ン ト春期プ ロ グ

ラム (3 週間)

3 年第1

経営学特殊講義

協定校交換留学( ナ

ン ト . マ ネジメ ン

トス ク ー ル ある い

( ヨ
一 口 ツ / i

･ ビ は ブリ ュ ッ セ ル .

学期 ジネス 論 1) ､ 選 ビジネス ス ク ー ル

択科目 に学ぶ､ 1 年間 な

い し半年の短期常

学)

3 年第 2

学期

経営学特殊講義

(ヨ 一 口 ツ /く ･ ビ

ジネ ス 論 2) ､ 選

択科目

これ らの科目の中でも､ 1 年生向きの選択科目肝CI I A ,

ⅡA) およぴr経営学特殊講義( ヨ
ー ロ ツ/くビジネス論 1 2)+

に つ い ては ､ 平成 14 年度は開講せず､ 平成 15 年度以降の

開講予定である｡

p c I の履修にあた っ ては ､
2 年次の選択科目､ すなわち

半期3 科目 6 単位をセ ッ トで履修することが学習効果を

上げる上で欠かせ ない ｡ そ のため ､
こ の ような履修方針

を学習指導により徹底する必要がある｡ なお､ 平成 14 年

度受講者はみな3 科目 6 単位を履修している｡

p c I の 履修単位は次の表のようになる｡

図4 : 履修単位数

学年 必修 ･ 選択 科目分類 単位数 小計 合計

1 年

前期

必修 全学共通 2 単位 x l 2 2

選択 専門 2 単位 x l 2 4

l 年

後期

必修 全学共通 2 単位 x l 2 6

選択 専門 2 単位 x l 2 8

2 年

前期

選択 専門 2 単位 x 3 6 1 4

2 年

後期

選択 専門 2 単位 x 3 6 20

3 年

前期

選択 専門 2 単位 x l 2 22

3 年

後期

選択 専門 2 単位 x l 2 24

4 年

前期

4 年

後期

なお再履修の学生は ､ 翌年に同 一 のクラ スを履修する

ことを前提として いる｡

p c I に従 っ て フ ラ ン ス語学習を進めると､ 学習時間数は

次のようになる

図 5:学習時間

学年 回数/過 学習時間 過 小計(時間) 合計

1 年前期 2 3 1 5 4 5 45

1 l .
5 1 5 2 2 . 5 6 7 . 5

1 年後期 2 3 1 5 45 1 1 2 . 5

1 1 . 5 1 5 22 . 5 1 3 5

2 年前期 3 4 . 5 1 5 67 . 5 20 2 . 5

2 年後期 .
3 4 . 5 1 5 67 . 5 2 7 0

3 年前期 1 1 . 5 1 5 22 . 5 2 92 .
5

3 年後期 1 1 . 5 1 5 2 2 . 5 3 1 5

4 年前期

4 年後期

上記 の学習時間は, 協定校留学を行い､ 派遣校での専門

科目の 授業を十分に理解できる ことを保証するものでは

ない ｡ しか し､ 基礎学力としては十分なレ ベ ル に達して い

るはずであるo ちなみに､ ナ ン トマネジメントスク
ー ルで

は､ 本学からの派遣学生に対するチ ュ
ー

タ
ー

制度や フラ ン

ス語の補習授業を予定して いる｡ 今後､ 協定校留学が具体

化する中で ､ フ ラ ン ス語運用能力の改善を含み ､ 受け入

れ条件の整備が交渉の課題となる｡

とは い え､ こ の学習時間によ っ て得られる学習効果は ､

- 3 3
-



外部試験との関連で考えるならば
､ 決して低い値ではない ｡

次のグラフは
､ 新潟において受験しうるフラ ン ス 語外部

試験 く実用フラ ンス語検定試験) の想定するレベ ルと､ そ

れ に到達するための学習時間の目安である｡

図6 : フ ラ ン ス語検定試験と学習時間の相関表

プログラム学習時間とフ ラン ス語検定の 目安

708

6 0 0

5 0 0

匡 100
i
軸
外 300

2 0 0

1 0 0

8 0 0

3 1 5

ノ 50 0

4 0O

汚
一

1 年 桃 2 年 敵地 2 年 後期 3 年 前期 3年後期

半年

プn クラム学習時間

一 一 - - - - ( ム抜 苧 醐 の 目安

P C I を履修する限りで
, すくなくとも検定試験 3 級の レ

ベ ル までが確保され て いる ことが このグラ フから読みと

れ る｡ ちなみに
､ 試験を実施して い る財団法人 フ ラン ス

語教育振興協会はそれぞれ の級の程度と学習時間を次の

ように考えて い る｡

図7 : フ ラ ン ス語検定試壊の目安

書式験 級の程度

5 筆記試鼓 (す べ て 初歩的なフ ラ ン ス 語を理解し､ 平易な
級 客嶺形式) と聞き フ ラ ン ス 語を聞き､ 話 し, 読むこ とが
取 り書式験合わ せ で きる｡

て
､ 約 45 分 学習 50 時間以 上 ( 中学生 か ら､ 大学

の 1 年前期終了程度の大学生に適して
い る) .

4 筆記試験 (す べ て 基本的 な フ ラ ン ス 語を理 解 し､ 平易な

級 客観形式) と聞き フ ラ ン ス 語を聞き､ 話 し､ 読み
､ 書く

取 り試験合わ せ ことができる.
て ､ 約 60 分 学習 100 時間以上 (大学の 1 年終了

程度D 高校生も対象となる) .

3 筆記試験 (客観形 基本的なフ ラ ンス 語を理 解し､ 簡単な

級 式の ほか ､ 記述式 フ ラ ン ス 語を聞き､ 話 し､ 読み ､ 書く

を含む) 60 分と ことがで きる｡

聞き取 り書式験 約 学習 20 0 時間以上 (大 学の 2 年終了

15 分 程度o 一 部高校生 も対象となる) c

｢ プロ グラム+ の位置づけに つ い て 明らかにした い ｡

こ の ｢ プ ロ グラム+ と いう名称を採用 したのは ､ そ れが

経済学部全体のカリキ ュ ラムの中で ある程度の充動性や

柔軟性をもち､ 固定化され て いない性格のものであるこ

- 3 4 -

と ､ さらに ｢ コ ー

ス
t カリキ ュ ラム+ として学部､ 学科

のカリキ ュ ラムの中で ､ 経済学部の学生すべてが何らか

のかたちで関わるものでない ことを意味して いる ｡ もち

ろん､ 将来において この名称がr コ ー スJ へ と再編成され､

学部数育の中でより重要な位置を占めることも考えられ

るだろうし､ それは今後の検討課題でもある｡

6 . 学生定員

この プログラムは､ その目的や目標に鑑みて ､ 選択科目

とな っ ており､ とりわけ学習意欲の高い学生に対し開講

されて いる｡ その ため､ クラ ス定員を20 名に定め､ 少人数

できめ細かな教育指導を実施する｡

なお､ 定員に余裕がある限りで､ 他学部学生の聴講も認

める｡ ちなみに､ 平成 14 年度の第 1 期の受講者 9 名の学

部分布は次のようなもの である｡

図 8 : 平成 14 年度第1 期履修学部別
一

覧

平 成1 4 年 鹿 履 修青学 部 男り
一

覧

1 1 %

■ 経 済 学 部

【ヨ 人 文 学 部

It 法 学 部

国 理 学 部

t 教 育 人rF'l 科 学!好

平成 14 年の受講者におい て ､ 経済学部学生の割合が

2 3
0

1̂ 2 名) に とどま っ て い る こ とは ､ 1) 新たに開設された

プ ロ グラム で周知が徹底していなか っ た､ 2) 平成 14 年度

2 年生の入学時では､ この プ ログラムは公開されて おらず､

外国語学習や留学に意欲を持 つ学生が十分に入学しなか

つ た､ 3) フ ラ ン ス語教具の人数に対応 して ､ 経済学部にお

けるフラ ン ス語履修者が他言語に比 べ て そもそも少ない

ため ､ 選択科目となるとさらに受講者が減少した､ などの

原因があげられよう
4

｡

4
受講者数で はフラ ンス 語の 2 倍強の ドイ ツ語でさえも, 専門科

目の外書購読の受講者は
一

桁の 前半である年が多い ｡ こ れが科目
へ の 関心に よるもの か､ 初修外国語に対する学生の 関心の乏しさ

に よるもの か ､ 慎重な検討が必要である｡



7 . 教育指導休制

P CI は必修科目ではなく､ 学習意欲の高い､ 少数の学生

に向けられた選択科目であることから､ 履修に当た っ て他

の専門科目と同 じような取り組みでは十分な成果を上げ

ることは難しい ｡ そ こ で､ 学期初めの履修ガイダンス の際

に
､
プロ グラムの説明なら

L

ぴにプロ モ ー シ ョ ンを行うこ

とが必要である. とりわけ､ G 臥 制の導入に伴い ､ 履修単

位に上限(半期で 2 2 単位)が定められたた叫こ､ い く つ か

の専門科目の求める前操科目や卒業要件単位などを過不

足なく履修するためには教員のきめ細かな指導が求めら

れる｡

P C I の概要説明にあた っ ては ､ 言語文化の紹介､ 社会的

用途､ また協定締結校留学の方法など､ 学生にはなるべく

多くの具体的情報を与え､ 主体的選択を可能にする内容を

行う｡

平成 14 年度に つ い て は 8 月 7 日 にr オ
ー プ ンキャ ン パ

スJ に参加し､ ｢ 外国語 へ の招待+ と して ､ 参加高校生並びに

高等学校教員に対して フ ラン ス語､ ならびに P C I の紹介､

および協定校留学の概要を説明し､ 受族生が早い段階から

の経済学部の取り組みを知り､ そ の 上 で経済学部を受験

することが出来るよう周知に つ とめた ｡ ま た平成 14 年度

2 年生に つ い て は P CI の案内ビラ(資料 1) を配布し､ 周知

に つ とめた
o
さ らに平成 14 年庶人学者の

一

部 (後期日程

受験者) に対して は, r フ ラ ン ス語 へ の招き+(資料 2 参照)

と いうビラを配布し､ 入学時点にフラ ン ス語を主体的に

希望するよう情報提供に つ とめた｡

つ ま り入学以前 (オ ー プン キ ャ ン パ ス) ､ 入 学時( フ ラ

ン ス語 へ の招待ビラ､ 資料 2) , 入学後(ガイダン ス) の ヨ 回

にわたリブロ グラムの紹介を行ったわけである｡

8 . 教授法

P CI の 実施に当た っ て は､ 複数の教員が密接な連絡調整

の元に授業を進めるティ
ー ム テ ィ

ー

チ ン グを採用 して い

る｡ そ こ で テ ィ
ー ム テ ィ

ー

チ ングに欠かせない教員間な

らびに学生との連絡を容易にするために ､
イ ン タ ー ネ ッ

トによるメ
ー

リ ングリ ス トを導入し､ 教員相互 の進度チ

ェ ッ クや宿題の確認､ あるいは受講者 へ の情報提供など

に つ とめて いる｡

教材として､ 平成 14 年度は､ フ ラン ス で つ く られた ビジ

ネスフランス語入門教材L e j m p is a g l Ta n d e v v
'

t e s s e 『フラ

ンス語超特急』 を使用 して いる｡ この教材は ､
フ ラ ン ス企

業を舞台として ､ 平易なフランス語の学習を通じてビジネ

ス ･ コ ミ ュ 土ケ ー シ ョ ンの養成をねらう総合教材で､ 基礎

的な運用能力の形成には効果的であり､ 学習者の教材評

価もよい｡

‾また平成 14 年庶人学者につ いてはプログラムの履修希

望者を増やすために次のような教育上の措置を講じた｡

共通基礎フラ ン ス語(1 年生対象､ 必修､ 週 2 回) に つ い て

は. これまで 2 名の教員が異なる教材を使用してきたが､

平成 14 年度より統 一 教材 (中村啓祐､ 武田英尚､ 『音読

を大切にするフ ラ ン ス語文法』朝日出版社) を使用し､ 第

1 期にて フ ラ ン ス語文法の全体像を把握し､ 音読を可能

にすることをめ ざした｡ そ して､ 第 2 期の共通基礎フラン

ス語(1 年生対象､ 必修､ 週2 回) において. ビジネス プラン

ス話人門の教材L eji m c a is a g r a n d e vite s s e 『フ ラン ス語超

特急』 を導入する｡ こ の教材を半期週2 回の授業で最後ま

で学習することはできないため､ 6 課以降は 2 年次から

の P CI に接続し､ ひき つ づき同 じ教材を使用する｡ つ ま

り､ 1 年の第 2 期でビジネス プラ ン ス詩人門書を 3 分の 1

程度学習し､ 残りを2 年次からの学習に接続することによ

り､ 同
一 の教材をさらに学習した い との学習意欲を引き

出すねらいがある｡

また第 】 期に使用 した教材は､ 日本人 フラ ンス語教師

が 日本人学習者向けに開発 してものであり､ フ ラ ン ス語に

慣れ親しみ ､ 学生がある程度フラ ン ス語を声に出して読め

ることをめぎし七いる｡ こ れ に対して､ 第 2 期の教材は フ

ラ ン ス 人 フ ラ ン ス語教師が全世界向けに製作した教材で

あり､ 英語､ ドイ ツ語､ イ タリア語､ ス ペ イ ン語､ ギリシア語

の語嚢集が付随して いるもの の ､ それ 以外はすべて フラ

ン ス語で編集されている｡ そのために､ 日本人が何ら予備

知識を持たずに使用することは難しい ｡ そ こ で､ 第1 期の

入門時に､ 日 本語を使用しながら フラ ンス 語に慣れ親しむ

期間をもうけ､ それにより､ 入門から初級 へ の移行を容易

にする ことをはかるの で ある｡ フ ラ ン ス製教材は､ 豊か

すぎる詩集が難点であると指摘されるが､ こ れに つ い て

は日本語の補助プリン トを作成し､ 学習者の利便性をはか

る ことで解決を図る つもりである｡

9 .今後の 課題と展望
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P C I は平成 14. 年度に開設された ことから, 本稿の執筆

段階で履修者は半期を経過したのみであり､ 何らかの結論

や成果を引き出すには時期尚早である｡

それを東知の上でも､ 履修者の 2 名が夏休みを利用し

て フランスの語学学校 (c 4 m A M ) の夏期紙座に参加し

た こと､ 1 名は 1 週間程度のパリ観光旅行を実施した こと､

また 1 名はナ ン トマネジメン十スク
ー ルの春期プログラ

ム ヘ の参加意思を表明していること､ これらの動向は受講

者が フラシス語学習を積極的に受け止め､ 主体的に行動し

ょうとの意思を示して
◆
いると考えられる｡

とはいえ､ 運用能力にどれほ どの発展が認められるのか .

こq) 評価1.
= つ い ては実用 フラ ン ス語検定試験などの外部

試験を通 じて客観的なデ
ー タを集める必要があるだろう｡

､
また ､ 協定校留学を姓遺するための措置として､ フ ラン

ス など ヘ の語学研修を奨励する必要があるが､ その よう

な語学研修を学部教育にどのように統合するのか ､

■現行

の制度をより弾力的なもの - と制度改革を行うあ要があ

る｡ これらは今後の検討課題であり. 独立行政法人牝を控

えた大学改革の
一

環であると いえようo
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e n B u n ,p e , B n x ell e s : E t K y di c e , 3 7 2 p .

F L O U Z A T O S M O N T D
'

A M m L Y D e ni s e & P E L E M h rt h e
,
((

L a l a ng tl e d e l
'

6 c o n o mi e ))
,
血 A N m N E G e r a rd

,

C E RQ U I G L N B e m a rd (2 0 0 0) , H z
'

h i Tt! d e 血 k m g u e

b m f ai s e I 1 9 4 5 -2 0 0 0
,
P a ri s : C N R S

,
1 0 2 8 p .

船橋洋 一 (2 0 0 0) ､ 『あえて英語公用語論』. 東京 : 文芸

春秋､24 3 p .

G t D D E N S A n 血 o n y (1 9 9 8) , T h e Lh iT d w q y( 佐和隆光訳､ 『第

三 の道 : 効率と公正の新たな同盟』､ 東京 : 日本偉

済新聞社､ 20 0 2(8) . 2 8 5 p .)

-
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-

G R A D m L D a vid ( 1 9 9 7) , Th e b bLr Of E n glz
'

sh ( 山岸勝柴訳

(1999) ､
･『美辞の未来』､ 東京: 研究社､ 1 7 9 p .)

井上史放 く200 0) ､ 『日本語の値段』. 東京 : 大修館書店､

22 2 p .

J O S E Pt I N adi8 e
,
P a w p o rt E Tl m C e (鶴岡雄ニ訳､ 『ビジネス

マ ンのための フラン ス入門』､ 東京 : 新潮社､ 2 0 0 2 ､

1 7 3 p .)

河合隼雄 (監修) r21 世紀日本の構想+ 懇談会 (20 0 0) ､

『日本の フ ロ ン テ ィアは日本の中にある : 自立と協

治で築く新世紀』､ 東京 : 講談社､ 2 4 6 p .

L E H M ÅN N D 皿is
.
(1 9 9 3) , O bj e d if 甲i ezjiq u e s e n Z m 2 g u e

i bl m 2 g i n , P ari s : H 紅 h ett e , 2 2 4 p .

内閣府大臣官房政府広報室(2 00 1) ､ r今後の大学数育の在

り方に関する世論調査 三 ,大学の国際他

hitp:'仇 耶 耶 招 .c a o . だO j 蜘 h i1 3 瓜13 -d ai 望a h d._
ン



匝 国際 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン プ ロ グラ ム の 轟内

フ ラ ン ス 語 へ の 招待

新潟 大学 経済学部 で は 2 0 0 2 年 4 月 よ り ､ ｢ 国 際 コ

ユ ニ ケ
ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム + を 新設 し ま す ｡

こ の プ ロ

ラ ム は ､ 英語 ･ フ ラ ン ス 語
.

中 国語 の 三 言 語 を専 門 科目

と し て 学習 し ､ 経 済学 や 経 営 学を外 国 語 で 学 ぶ ､ 協定

校留学 を め ざすな ど を目 的 と す る も の で す ｡

協定校留学を め ざして ､ あ る い は ワ
ー ル ド カ ッ プ ヘ の 道 ?

経済 学部 は ､ 協 定校 と し て フ ラ ン ス の ナ ン ト ･ マ ネ ジ メ ン ト ス ク
ー ル と の 交 流

を進 め て お り ､
こ の 春
◆
に は ナ ン ト よ り フ ラ ン ス 人 学 生 の 留学 が 予 定さ れ て い ます ｡

フ ラ ン ス

語 に チ ャ レ ン ジ して ､ フ ラ ン ス 人 学生 と 友人 に な り ま せ ん か !

チ 3? 阪 口 苛 番汐d; S ? 阪 口 認 容 - 』抄e7 b ◎ 暦学 日

経 済学部学 生 は ､
フ ラ ン ス の ビ ジネ ス ス ク

ー ル の な か で も ト ッ プ レ ベ ル に あ る

ナ ン ト
･

マ ネ ジ メ ン ト ス ク
ー ル の 春 期 プ ロ グラ ム や 通 年 の プ ロ グ ラ ム に 参 加 す

る こ と が で き ま す c

こ の ほ か に も ､
ベ ル ギ ー

､
カ ナ ダ( ケ ベ ッ ク) ､ ス イ ス な ど フ ラ ン ス 語 圏 の ビ ジ ネ

ス ス ク
ー ル と の 提 携 を 検討 中 で す の で ､ 留 学 の チ ャ ン ス は ま す ま す 増 え ま す ｡ ま

た ､ 夏 休み な どを 活 用 し た 語 学留 学 の 相談 に も
ての つ て い ます .

哲学轟 鼠 謬 ラ S ? 盈 常 ◎ 基礎 馨学ぶ ヨ

こ の プ ロ グ ラ ム で は ､ ビジ ネ ス プ ラ ン ス 語 の 基 礎 を 学ぶ こ と が で き ま す o 通 貨

統合 を 果 た し た E U の マ
ー ケ ッ トの な か で ,

フ ラ ン ス 語 は 英語 と 同 じく ら い 重 要

な役割 を担 っ て い ま す ｡ ヨ
ー

ロ ッ パ ビ ジネ ス を学 ぶ ツ
ー ル を 身 に つ け ませ ん か?

習
-

9n? 鰐劫 q

3g 雷電 謬 ラ2 ? 品 番 奮 望

今 年 は ワ
ー ル ドカ ッ プ の 開 催 年 に あ た り ､ 新 潟 で は フ ラ ン ス 語 圏 の 国 で あ る カ

メ ル ー ン の 試 合( 6 月 1 日) が 予 定さ れ て い ま す ｡ ま た 6 月 1 5 日 の セ カ ン ドラ ウ

ン ドの 試 合 に は , フ ラ ン ス チ
ー ム の 出 場 が 大 い に あり ます ｡

さ ら に 5 月 か ら 7 月 に か け て は ､
ワ ー ル ド ･ カ ッ プ を 記 念 し

て
､
ま た新 潟 市 と ナ ン ト市 の 交 流促 進 の た め に ､ ナ ン ト 美禰

展が 開催さ れ ま す ｡

こ の よ う に ､ 今 年 の 新 潟で は フ ラ ン ス ( 請) を取 り 巻 く さ ま ざ

ま な 行 事が あ り ､ 街で フ ラ ン ス 語 を 耳 に した り ､ ま た み な さ ん が フ ラ ン

ス 語 を 使 う こ と の で き る機 会 が 数 多 く あら われ る こ と と 思 い ま す ｡
フ

ラ ン ス 語 を学 び ､ さ ま ざま な 出会 い に 心 を 開い て み ませ ん か?

他学部か らの 聴講 も歓 迎し ます !

ー 3 7 -



匡垂司

4 年後期

4 年 前期

3 年 後期

3 年 前期

2 年 後期

2 年 折 期

1 年 後 期

1 年 前 期

国 際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン プ ロ グラ ム ( フ ラ ン ス 語) の 全 体図

協定枚 留学( 短 期 ･ 春 期)

協 定枚 留学( 短 期
･ 春 期)

経 営 学特殊 講義( ヨ
ー ロ

ッ パ ･ ビ ジ ネ ス 輸■)

経 営 学特殊講 義( ヨ ー ロ

ッ パ ･ ビ ジ ネ ス 的)

国 際 コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ 国 際 コ ミ ュ ニ.ケ
ー

シ
.
ヨ 国 際 コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ

ン I I B( フ ラ ン ス 語) ン I I C( フ ラ ン ス 琵) ン I I D ( フ ラ ン ス 語)

国 際 コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ヨ 国 際
.
コ 主 ユ 土 ケ - シ ョ 国 際 コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ヨ

ン I B( フ ラ ン ス 語) ン I C(.フ ラ ン ス 語) ン I D( フ ラ ン ス 語.)

1 1

: 中 級 フ ラ ン ス 語(教 養) :
I l

I I

I I

I 中 級 フ ラ ン ス 語(教 養) I
I I

初 級 フ ラ ン ス 語

初級 フ ラ ン ス 語

初級 フ ラ ン ス 語

初級 フ ラ ン ス 語

プ ロ グ ラム 専門 科 目( 選

択)
プ ロ グラ ム 選 択

国 際 コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ∃

ン I I A ( フ ラ ン ス 語)

国 際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン I A ( フ ラ ン ス 語)

教 養 科 目 ( 必 修)

I l

l I

･ 教 養 科 目( 選 択) Ⅰ

l l

+
- - _ _ _ . _ . _ _ . _ . _ _ _ _ _ . _ _

I

注 意 事 項 : 甲 際 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン I ^ & I I A ( フ ラ ン ス 語 ､
1 年 生 対 象) ､ 経 営 学 特 殊講義( ヨ ー

ロ ッ パ ･ ビ
{

ジ ネ ス 論 ,
3 ･ 4 年生 対 象) は 2 0 0 3 年 虚 聞講 の 予 定 で す ｡

授業 時 間 割

国際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ( フ ラ ン ス 語) t B & I = B

担 当 教員 : 西 山 数行 ､ 木 曜 日 1 限

国際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ( ビ ジ ネ ス プ ラ ン ス 語) I C & I I C

担 当 教具 : 波田 野節子 ､ 火 曜
■
日 2 限

国 際 コ
r
= ユ ニ ケ - シ ョ ン ( ビ ジ ネ ス プ ラ ン ス 語) I D & I I D

担 当 教員 : ア ン リ ･ ホ イ ス ゴ ム ス ､ 金 曜 日 Z 限

( 教室は 経 済学部 シ ラ バ ス を参 照 し て く だ さ い)

辛

*

経 済学 部選 択科 目 第 2 種 ､ 各 2 単 位( 第 1 期 ､ 第 2 期 履 修す る こ と で ､
1 2 単 位 取 得 で き ます)

教科 書 : L e f r o n E O i s a 9 r
･

O n d e vi f e s s e
,
H Q C h e ††e

,
1 9 9 4 . ( 3 科 目 に 共 通 の 教材 で , 通 年 使用 し

ま す ｡)

@

- 3 8 -



3 ) 写
Q

d 詔 雷 杓 ⑳ 潜衛 L
'

i 朋 it 9 ti o Ⅰ) 呑t 9 t 9 叫細 e fT 9 耶 9is e

国際コ ミュ = ケ ー ショ ン プログラ ム の轟内

ご入学お めで とう ござい ます!

経済学部 で 性外国語に関して ､ 英語と共に ､ フ ラ ン ス 語､ ドイ ツ語 ､ 中 国語､ 朝鮮語､ ス ペ イ ン語 ､
ロ シア語の 中

か ら 1 言語を選択し ､
1 年次に全学共通科目と し て 2 つ の外国語を学習します ｡

･ あな た は どの外国語を学びま すか ? これまで ､ 英語を勉強して きて ､ 外国語が得意だっ た人

もい るで し ょうし ､ それほ どで ない 方もい る ことで し ょ う｡ 英語だ けわかれぱ､ 2 1 世紀は大丈夫だと思

っ て い る方も多い かもしれません ｡ しか し ､ 世界は多極化 し ､ 英語以外の 言語を学び多元 的なせ界の

見方を学ぶ必要 があります｡

フ ラ ンス 語はフ ラ ンス 以外に も ､
ス イス ､ ベ ル ギ ー

､ カナ ダな ど西洋世界 に 加えて ､ ア フ リカや中

近東､ オセア ニ ア な ど､ せ界の 5 大陸で ▲ およそ 1 億 6 0 0 0 万人の 人 々に 使われて います ｡ キリス

ト教世界 だ けで なく ､ 9/ll 以降とりわ け重要 に な っ たイ ス ラ ー ム 世界 の 窓口ともな.ります｡ また ､･

英語 と共 に国連 の作 業語 で あり ､
フ ラ ンス語圏開発途 上国 へ の 援助の ため コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ンの 道具

としても用い られて い ます ｡

フ ラ ン ス語を勉強する と将来 どんな 職業 で の就職 に役立 つ で し ょ うか ?

外 交 官 く外 務省専門職､ 国 連機関) ､ 政 府関連機関 ( 文 化 交 涜を扱 う 国 際交 流基金 ､ 開発途 上 国 ヘ の 人 的援 助 を行 う 国 際

協 力事業団 ､ 政 府開発 援助を扱 う 国 際協 力銀行 ､ 貿易 や 溢外 投資 の 振興 に 関わ る 日 本貿 易 振興 会 な ど) ､ 地 方 自 治体の 国 際

交 流 に 関わ る部局な ど ( 新潟で は ､ 新 潟市 と 和島村が それ ぞれ フ ラ ン ス の 地 方自治体 と交 流を行 っ て い ます ｡ ) 商社
-
. 在 日

フ ラ ン ス 系 企 業､ ア フ リ カ を中心 とす る フ ラ ン ス 語 圏 諸国 で 活 動 す る N G O ･ N P O ､ 通 訳 ､ な どが あり ます .

世 界 の 中 の フ ラ ン ス 語 ( 灰 色 を塗 っ た 璽 々 約 5 Q
_
カ 旦 空 地 L

e t

ナン ト ･ マ ネジメン ト ･ ス ク ー ル

^ a) % S !

I
■

∫

謬5) 2 ? 盈 雷固参4 式

次 の リ ス トは 20 0 2 ワ ー

ル ドカ ッ プ参加国 で す｡ こ

の 中で フ ラ ン ス 語を何 らか の か た ち で 使 用 し て い

る 国( フ ラ ン ス 語圏 の 囲) は どれ で し ょ う か ? (答 え

は 裏に あり ま す｡)

サウ ジア ラ ビア フ ラン ス ドイ ツ ス ロ ペ ニ ア

ナイ ジェ リア

セ ネガル

チ ュ ニ ジア

南 ア フ リカ

カ メ ルーン

ベ ル ギ ー

ス ウ ェ ー デン ア ル ゼ ンチ ン ポ ー

ラ ン ド

ス ペ イ ン エ クア ドル ロ シ ア

イン グ ラ ン ド パ ラグ ア イ トル コ

デ ンマーク ブラ ジル 中国

ポル トガル コ ス タ リ カ クロ ア チ ア

ア イ ル ラ ン ド メキ シ コ 日 本

ア メ リカ 合衆国 イタ リア 韓国

新 潟大学経済学部で は, フ ラ ン ス語関連の 専門科目と して 2 0 0 2 年度に 包瞭コミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン プ ロ

グラ ム を斬投 しま した｡ こ の プ ロ グラ ム は ､ 軽済学 や准 営学を外包蛭 で 学ぶ ､協定校留学をめ ざすな ど

を目的とす るもの で す ｡

経済学部は フ ラ ン ス の ビジネ ス ス ク ー ル の なかで も ト ッ プレ ベ ルの ナン ト ･

マ ネ ジメ ン ト ･

ス ク ー

ル との協定校交流を進 めて おり ､ こ の秋に はナ ン トよ りフ ラ ンス 人学生の 留学が予定されて い ます｡ フ

ラ ン ス 捷に チャ レン ジして ､ フ ラ ンス 人学生と友だちに なり ませんか !

また ､ 夏休み な どを活用 した語学留学の相談にもの っ て い ます. 匡亘司
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ビジネス ･ フ ラ ン ス語 の基礎 を学ぶ !

匪垂司
初級フ ラ ン ス 語の後期では ､

ビジ ネ ス t フ ラ ン ス 語の 基礎を学ぶ ことができます ｡ 通貨統合を果た した E tT の

マ ー ケ ッ トの なか で ､ フ ラ ン ス 語は英語と同 じくら い 重要な役割を担 っ て い ます o
ヨ

ー

ロ ッ パ ビジネ ス を学ぶ

ツ
ー ル を身に つ けませんか?

ワ ー ル ド ･ カ ッ プで フラ ン ス語 を!

今年は ワ
ー

ル ド ･ カ ッ プの 開催年にあた り､ 新潟 で は フ ラ ン ス 語圏 の 国 で あるカ メ ル
ー

ン の 試 合(6 月 1 日) が 予 定され て い ます ｡
ま た 6 月 1 5 日 の セ カ ン ドラウ ン ドの試 合

には ､ フ ラ ン ス チ ー ム が 出場するかもしれ ませ ん ! ?

さ ら に 5 月 から 7 月 にか けて は､ ワ
ー

ル ド ･ カ ッ プを記念し て ､ ま た新潟市と ナ ン ト

市 の 交涜促進の ために ､ ナ ン ト美術展 が開鐘されます｡

国際コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ン プロ グラ ム( フラ ン ス括) の全体固
4 年後期

4 年前期

3 年後期

3 年前期

2 年後期

2 年前期

1 年後期

1 年前期

協定校留学(短 期
･ 春期)

経営学特殊講義( ヨ
ー tj ツ

/く ･ ビジ ネ ス 論)

･協定校留学(短 期
･ 春期
.
)

経営学特殊講義( ヨ ー ロ ツ

′く ･ ビジ ネス 論)

国際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 国 際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 国 際コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

ⅠI B( フ ラ ン ス 語) ■ ⅠI C( フ ラr
ン ス 語) ⅠI D ( フ ラ ン ス 語)

国際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 国 際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 国 際コ 主 ユ ニ ケ -

シ ョ ン

I B( フ ラ ン ス 語) IC ( フ ラ ン ス 語) I D( フ ラ ン ス 語)

I

I

; 初 級 フ ラ ン ス 語 初級 フ ラ ン ス 語
l

I

国際 コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン

ⅠI A ( フ ラ ン ス 語)
l

l

; 初級 フ ラ ン ス 語 初級 フ ラ ン ス 語
l

I

国 際 コ 亭 ユ ニ ケ
- シ ョ ン

I A ( フ ラ ン ス 話)

l
● ‾ ●

I
中級 フ ラ ン ス 語

+ .
.

_ . . _ . _

中級 フ ラ ン ス吉吾 I

I

プ ロ グラム 専門科 目(選択) プ ロ グラ ム 選択 全学共 通 科目 ( 必 修)
全 学共 通 科 目 ( 選択) 1

1

● 注 意事項 : 国 際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン I A 良 ⅠI A ( フ ラ ン ス 語 ､
1 年生 対 象) ､ 経営学特殊講義( ヨ

ー ロ ッ パ

生 対象) は 2 0 0 3 年度開講 の 予 定で す｡

ビ ジ ネ ス 論､
3 ･ 4 年

初級フ ラ ン ス語 の概 要

ニ 人の 教員が担当 し ､ 前期は 『音読を大切 にする文法 ･ 読本』 を使用 し ､

′
`

フ ラ ン ス語の基礎 に親しみ ､

発音ができるよ
.
うに します｡ 後期は ､

フラ ンス で つ く られたビジネス ･ フラン ス語の 入門書 L e f r a n g a L
I

s

a g r a n d e vi t e s s e を使用し ､
ビジネス ･ フラ ンス 語の 基礎を学びます ｡

●連絡先 経済学部フ ラン ス語担当 西 山数行 ( 研究室 F 棟 4 6 1 ､ 0 2 5 -2 6 2 - 6 3 9 1)

電子 メ ー ルj m @ e c o n . niig at a
- u . a c .jp

( ク イ ズ の 答え: フ ラ ン ス ､

ベ ル ギ ー

､ チ ュ ニ ジ ア ､
カメ ル ー ン

,
セ ネ ガ ル)

- 4 0 -


